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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

· 浜中　トキエ様～田名部Ｄｒより７月中にMRIを含め内科受診させたいとの話がありま

した。7／5に御家族が面会に来られる予定です。都合が良い日を検討してくるとのことです。

・　長根　實様　　～７／16、9：30～家族同伴で訪問調査があります。

· 褥瘡や創の処置を行う際はテープでの固定を一周させないことが原則です。浮腫のある患者様は特にしめつける原因となります。処置をするスタッフは気を付けて行うようにしてください。

· 見付　喜久様　～両下肢の浮腫が持続しており、利尿剤、カリウム補助剤が1週間分継　

続処方となっています。排尿状態、栄養状態（血液データ）、浮腫の観察を続けていきましょう。

· 荒屋敷　チエ様～服薬調整中でしたが、現在服用中の内服薬が次回より定期処方となり　　　

ます。

· 谷内　愛子様　～ＡＺ点眼液が1本継続処方となっています。眼脂、掻痒感の有無など　

観察していましょう。本人には汚れている手で眼を触らないように話していきましょう。逆さ睫を抜く時はスタッフ側も清潔な手でおこなってください。

· 小国　喜一様　～本日、ツ反施行しています。判定は７／6、10：30～になります。

· レストランの壁に穴があいたまま放置されている事など施設管理の甘さが伺えます。日頃から注意して業務にあたるようにしてください。また相談などなく業務をすすめることがないように報連相を徹底してください。

· 内科疾患の既往のある患者様のリストアップを行っています。患者様の疾患を理解してケアを行うようにして下さい。

＜口腔ケア評価・検討＞

Ａユニット

・　永洞　恭子様　～促しにて行っています。歯磨きは丁寧に行う事ができており「磨けばさっぱりする。」との発言もきかれています。義歯もきちんと合っているとのことです。今後も引き続き声掛けしていきましょう。

Ｂユニット

・　高橋　良一様　～全介助にて行っています。時折、歯ブラシを噛むなど拒否がみられることあります。強い拒否がみられた時には時間を置いて実施するようにしましょう。

・　田中　清様　　～嚥下状態が悪くなってきているため、口腔内への残留物が多いです。必ずスタッフ側で最後に磨き残しがないか口腔内を確認していくようにしましょう。

・　三浦　一男様　～口腔ケアは拒否なく舌苔もみられません。今後もアイスマッサージや頸部、頬の筋肉のマッサージを継続して行っていきましょう。

· 峰田　満男様　～促しにて行っています。磨き残しが見られているので付き添って行う

うにして下さい。

· 上村　木一様　～声掛けに拒否なく行えていますが磨き残しあり介助が必要です。

· 吉田　寿雄様　～声掛けしないと歯磨きを行わないので必ず食後に声掛けするようにし　　　

て下さい。

・　橋本　万様　　～磨き残しがみられています。最後に磨き残しがないか確認していくようにして下さい。

ＣＤユニット

・　高森　清八様　～配膳したテーブルに口腔ケアのセットを用意していてもスタッフが食べ終えたことに気付かないでいるとコップの水を飲んで自床に戻ってしまうことがあるため、食事の状況を確認してタイミングよくケアができるようにしていきましょう。

・　長根　實様　～食事中、時折、むせ込みが見られています。頭部が後屈している場合は、誤嚥の危険が高いため前屈させて摂取させるようにしてください。また、食後、ゼリーを摂取させ、口腔ケアをおこなうようにしてください。

・　笹山　吉郎様　～食後、口腔内に残渣物多くみられています。以前に肺炎を羅患しているため、口腔ケアをしっかりと行うようにしましょう。食後はゼリーを摂取していただき口腔ケアを行うようにしていきましょう。

※嚥下状態が悪く口腔内に残留物が多い患者様は食後にゼリーを摂取して頂いてから口腔ケアをしましょう。

　→ゼラチンは口の中で表面がとけて滑りやすくなるとともに、とけた表面に残留物をくっつけて一緒に飲み込みやすくする効果があります。また、食後にゼラチンゼリーを食べると口や喉がきれいになります。

